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たすけあう心がつくるよい
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戸
別
募
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目
標
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百
四
拾
弐
弗
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爪
区
長
、
錮
入
会
が
主
体
と

を
＝
紺
錮
㍗
て
の
ポ
離
舶
用
絹
鍼
絹
一
碧
深
め
る
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な
っ
て
募
金
に
あ
た
る
。

大
口
募
金
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目
標
額
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月
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か
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三
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で
…
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弐
弗

壱
百
八
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弗
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振
切
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福
祉
委
員
、
習
年
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主
体

に
な
り
募
金
に
あ
た
る
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世
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中
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不
宰
頂
共
同
募
金
は
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す
べ
て
の
社
■
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な
く
し
、
み
ん
一
会
福
祉
集
金
を
一
つ
に
ま
と
め
■

な
が
し
あ
わ
せ
で
ー
た
窓
口
で
、
各
市
町
村
の
福
祉
▼

あ
る
よ
う
に
」
と
事
業
を
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じ
め
と
し
て
、
手
足

の
ね
が
い
を
こ
め
あ
不
自
由
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子
供
た
ち
や
そ
の
▲

て
毎
年
実
施
さ
れ
一
他
の
身
体
畔
青
春
あ
る
い
は
、

て
い
る
赤
い
羽
根
困
っ
て
い
る
人
た
ち
に
生
活
の

共
同
募
金
運
動
が

今
年
も
去
る
十
月

一
日
か
ら
け
ヶ
月

間
に
わ
た
っ
て
全

琉
一
斉
に
展
開
さ

れ
て
お
り
ま
す
●
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足
以
来

九
回
日
の
運
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所
の
日
揮
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三
万
二
千
ド
ル
と

な
っ
て
お
り
ま
す
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赤
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技
術
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え
る
綬
産
補
導
所
や

家
庭
的
に
息
ま
れ
な
い
子
供
た

ち
の
養
護
施
政
な
ど
、
あ
ら
ゆ
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民
間
社
会
福
祉
事
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を
推
進

す
る
た
め
の
資
金
と
し
て
粟
め

ら
れ
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も
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で
あ
り
ま
す
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村
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し
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と
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疎
か
東
し
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計
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の
説
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軍
碑
万

ん
農
を
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り
、
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れ
は
て
ヒ
嘉
∵
ほ
等
こ
つ
い
て
汀
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せ
を
す
る
一

手
納
付
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山
林
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堅

貨
か
一
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と
し
て
、
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軍
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作
り
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手
納
材
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す
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札
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〇
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つ
ゞ
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全
村
緑
化
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一
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村
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民
運
動
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爛
し
、
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の
約
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施
す
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障
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て
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村
議
会
組
織
運
営
の
概
要
　
　
緋
銅
絹
摘
銅
銅

に
つ
い
て

委
員
長
に
報
告
さ
せ
て
濃
会
の

粛
恩
を
決
定
す
る
方
法
で
あ
り

本
村
商
工
会
が

サ
ー
ビ
ス
訓
練
講
座

有
村
商
工
会
で
は
去
る
卜
月
十
瓜
装
や
言
葉
、
娼
妓
等
に
つ
い

一
日
よ
り
店
頭
航
毒
口
の
托
術
て
実
際
に
モ
デ
ル
を
皿
し
て
サ

告
　
知
　
版

ぷ
手
納
村
費
毒
紀
長
奥
　
島
　
憲
　
市
　
ま
す
。
村
議
会
の
本
会
書
は
、

打
本
村
住
民
の
福
祉
頂
墓
す
る
▲
緋
弼
…
…
冊

「
と
村
発
展
の
為
に
責
献
す
る
斉
川
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

緬
絹
的
鮎
絹
調
謂
絹
鍼
”
相
調
㌍
川
鍋
鍼
絹
持
場
あ

あ
倍
率
曾
受
け
た
代
表
者
を
以
好
の
活
動
は
自
治
法
に
お
い
て
会
議
は
、
議
長
が
属
祖
と
な
る

っ
て
隋
成
す
る
合
議
制
の
機
関
訂
u
u
と
し
て
題
め
ら
れ
な
い
の
事
件
名
主
宰
芦
し
た
後
転
抱
芸

本
村
に
公
衆
用
テ
レ

ビ
お
目
見
え
′
．

で
あ
り
ま
す
。
議
会
は
、
適
法

な
長
の
招
集
行
為
と
開
会
要
件

で
あ
り
ま
す
が
列
外
と
し
て
本
者
か
ら
提
案
感
畠
の
鋭
明
（
又

会
議
に
お
い
て
事
件
を
付
託
さ
は
委
員
会
付
託
に
し
た
事
件
が

で
あ
る
議
員
宣
致
（
二
十
人
こ
れ
た
李
白
会
に
限
り
聞
会
中
継

訓
練
講
座
を
開
講
し
た
。
こ
れ
－
ビ
ス
の
初
歩
か
ら
奥
え
て
も
去
る
十
月
一
日
か
ら
本
村
に
公
示
半
歓
（
十
人
）
以
上
の
議
員
純
審
薫
の
議
決
が
な
さ
れ
た
と

は
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
が
各
■
ら
つ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
衆
用
テ
レ
ビ
が
お
目
見
え
し
ま
…
が
会
議
場
に
出
帝
す
る
こ
と
に
＝
さ
は
そ
の
委
員
会
は
閉
会
中
も

商
店
か
ら
早
く
も
受
講
申
し
込
尚
誹
礎
は
月
、
小
、
金
の
牛
後
■
し
た
。
こ
れ
は
琉
球
視
送
か
ら
▼
よ
っ
て
機
会
洒
勤
は
恵
さ
に
媚
組
崩
し
て
帯
出
文
は
瀾
否
す
る

し
て
山
林
原
野
の
み
な
ら
ず
道
正
・
I
哉
箔
等
J
心
持
J
j
局
損
に
政
府

路
．
学
校
、
公
園
、
親
光
飽
、
空
調
己
等
ポ
ー
丘
こ
当
て
一
㌔

璃
巧
、
ト
八
日
露
語
、
城
頭
で
丹
　
6
本
友
芯
は
英
盛
弱
体
と
協

■
電
週
域
に
わ
た
り
五
∴
、
一
「
∩
】
力
し
・
り
甥
浸
か
な
ら
ず
友
江
を

○
仁
を
ー
＝
．
H
に
．
禄
、
↓
る
。
　
立
て
保
・
一
÷
手
入
れ
こ
つ
と
め
5

日
‥
黒
山
闇
逮
㍊
　
　
　
　
　
　
　
7
本
支
部
と
し
て
チ
ラ
シ
を

1
緑
化
り
加
手
釣
村
k
叫
は
十
■
作
り
昔
民
に
．
甑
付
並
に
†
m
付
後

j
l
J
中
7
8
頃
迄
に
村
の
緑
化
計
画
■
の
管
用
等
に
つ
い
て
の
協
力
万

み
が
殺
到
し
て
現
在
で
は
五
〇

名
余
に
な
っ
て
お
り
調
院
者
や

何
代
か
ら
そ
の
成
果
が
期
待
さ

れ
て
い
る
ー
U
。
1
に
今
川
は
満
州

に
ソ
メ
リ
ム
一
誹
紳
日
揮
昔
日
会

「
L
l
誹
万
．
部
長
の
辰
＃
・
付
卜
へ
氏
や

お
手
納
空
目
中
央
人
事
部
貴
市

官
金
地
坪
清
の
両
氏
を
招
き
、

八
時
か
ら
∵
」
机
登
行
の
二
牌
で

リ
八
㌧
わ
れ
こ
い
る
が
閥
∴
表
で

は
チ
鶏
の
商
H
か
堂
諭
す
る
よ

う
声
望
し
て
お
り
、
人
′
回
の
成

美
を
見
て
二
回
、
三
川
と
≠
人

情
手
心
い
火
、
ム
諭
仰
寸
も
い
る
」
何

で
ム
る
。

よ
く
勉
強
す
る
子
供
達
や
一
般

〃
万
々
に
見
て
も
ら
う
た
め
に

削
ら
れ
た
も
の
で
本
村
や
法
科

葎
軒
の
前
厄
墨
に
端
・
″
こ
し
ヴ
宣

．
レ
▼
供
は
い
　
後
の
七
－
吋
か
「
ハ
一
斗
時

運
一
敗
の
方
々
は
牛
後
十
一
時

迄
月
山
に
見
て
も
ら
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

始
で
き
る
代
憎
に
皿
か
れ
ま
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
聞
会

す
。
所
様
な
伏
頂
に
仰
山
か
れ
た
中
覗
緋
蕃
出
は
を
n
会
が
会
期

と
き
て
沃
長
は
開
会
を
宣
告
す
る
▼
中
に
け
∬
車
作
力
等
七
一
g
粍
了

こ
と
が
で
き
喜
「
。
議
会
は
、
㌻
る
こ
と
パ
ノ
托
し
い
つ
八
日
と
か

冊
＝
諸
の
執
▲
7
板
旧
し
穐
な
り
用
桐
蔓
亮
鳶
売
門
明
智
莞
誓
）
す

持
清
別
す
る
逆
聖
よ
り
ま
せ
一
る
内
容
の
耶
作
真
モ
芸
に
訴

人
の
で
群
議
耶
昔
の
多
少
跳
び
■
余
さ
れ
る
均
合
に
′
J
良
が
会
議

に
内
容
に
よ
っ
て
会
期
を
定
め
に
諮
り
議
決
に
よ
っ
て
内
部
抱

逼
迫
と
な
っ
た
と
き
は
委
員
ヰ

よ
へ
付
虎
事
件
の
膵
査
経
過
及

び
結
果
報
告
）
を
拙
さ
平
饗
応

憲
　
（
胃
疎
芯
誉
媛
Ⅵ
伴
を
委
員

会
に
付
託
す
る
必
要
が
あ
れ
ば

義
r
l
H
の
動
議
に
よ
り
又
は
濃
鹿

が
議
会
豆
諮
っ
て
平
作
を
裔
盲

会
に
け
託
し
、
ぷ
調
竣
び
表
決

は
保
留
す
る
。
）
の
後
に
討
論
褒

決
の
頂
隼
で
運
行
す
る
の
で
あ

h
ま
す
が
耶
件
の
内
容
に
上
り

（
二
両
六
段
へ
棍
く
）
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駕謂吾妻謂増量

教育税による項目別使途状況 
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件決外取のさがその和は定せ
ににとら日印活の内述云しん
つよしれから動活都のえなの
いりてるら鶏能動機となけで

垂蛋萱瀞等謳
中さ議まま中てしま会わのお
もれ会すでゥいてすはま憩い

姓　氏　負　租　の　状　況

哉広・村納手轟

教
育
税
は
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
る
か

嘉
手
納
区
教
育
委
員
会

一
教
育
観
か
ら
支
出
さ
れ
て
い
る

の
徴
収
状
況
も
対
当
局
や
区
長
丁
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
…
鷹
所
の
建
築
等
で
あ
り
最
卜
多

緋
…
緋
緋
…
翻
紺
…
脚
…
緋
九
・
三
％
の
七
七
〇
八
弗
八
三

仙
が
叶
上
さ
れ
学
校
教
範
員
の

し
て
内
容
施
設
典
に
充
実
し
っ

1
あ
り
誠
に
音
び
に
堪
え
な
い

次
第
で
あ
り
ま
す
．
又
教
育
観

て
鵡
托
遥
感
で
あ
り
ま
す
全
村
一
旅
費
、
図
書
消
曹
閣
購
入
書
、

用
絹
如
銅
鎚
銅
…
爾
閑
…
錮
粥

出
席
し
て
意
見
を
発
表
す
る
こ
扁
材
用
傭
品
、
衛
生
費
奨
学
書

さ
ん
の
輝
努
力
に
依
り
逐
年
上

昇
線
を
辿
っ
て
居
り
六
〇
年
度

に
至
っ
て
は
徴
収
串
九
四
、
八

六
％
と
云
う
好
成
績
で
学
校
教

育
予
算
が
究
全
に
執
行
出
来
ま

し
た
事
は
児
裾
の
教
育
面
に
大

き
く
プ
ラ
ス
す
る
と
共
に
今
後

の
教
育
発
展
に
大
き
な
期
待
が

持
て
る
の
で
あ
り
ま
す
．
村
民

一
人
一
人
の
教
育
に
対
す
る
卿

熱
意
と
教
育
観
に
対
す
る
k
t

の
層
と
関
係
者
と
致
し
ま
し
て

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
．
教
育
観
の
傑
鐘
を

説
明
す
る
前
に
教
育
税
め
決
定

か
ら
納
付
ま
で
の
あ
ら
ま
し
を

申
し
上
げ
ま
す
と
軟
膏
萎
員
会

で
審
議
さ
れ
た
予
算
を
教
育
法

弼
…
緋
…
…
…
弼
緋
…
障
帰

は
教
育
法
索
由
十
七
灸
の
規
定
■
学
級
膚
晶
も
政
府
補
助
は
微
々

状
鬱
で
あ
り
ま
す
．

社
会
教
育
書
と
し
て
は
約
二
％

の
二
七
一
弗
が
計
上
さ
れ
青
年

会
や
婦
人
会
の
講
座
費
、
研
鯵

書
等
痘
支
出
さ
れ
着
々
と
そ
の

実
書
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
り

ま
す
。
遵
合
区
へ
分
損
金
が
一

四
・
八
％
一
九
三
〇
弗
が
軒
上

さ
れ
教
育
観
か
ら
負
担
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
来
年
度
当
り
か
ら

は
負
損
の
軽
減
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
．
そ
の
他
に
予
備
費
と

し
て
五
〇
〇
弗
が
計
上
さ
れ
て

居
り
ま
す
。
以
上
教
育
観
の
使

途
大
馨
を
申
し
上
げ
ま
し
て
卿

参
号
ま
で
に
左
記
真
に
よ
り
各

項
日
劇
の
使
途
積
を
お
知
ら
せ

育
英
会
資
金
貸
費
生
中
書
者
並
一
び
に
才
人
才
出
予
算
書
な
感
付
一
致
し
ま
す
。

に
よ
り
村
長
に
賦
無
徴
収
の
香
”
た
る
も
の
三
三
七
六
弗
余
が
一
致
し
ま
す
。

任
を
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
委
叫

任
を
受
け
た
村
長
は
指
定
の
期
一

日
迄
に
教
育
委
且
会
の
会
計
係
”

に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
膿

本
村
育
英
会
の
組
織
内
容

に
つ
い
て

よ
う
に
社
務
づ
け
ら
れ
て
居
り

教
育
に
対
す
る
大
き
な
役
割
を

負
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
ー
等
親
と
は
如
何
に
使
用

さ
れ
て
い
る
か
を
説
明
致
し
ま

す
と
先
づ
教
育
行
政
十
に
二
〇

％
の
二
五
九
七
弗
八
〇
仙
が
計

上
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す

第
五
十
五
条
の
規
定
に
依
り
公

聴
会
の
意
見
を
聞
い
て
後
に
救

暮
貝
会
で
鷲
決
さ
れ
予
算
が

成
立
し
教
育
観
転
が
決
定
さ
れ

こ
れ
は
委
員
の
報
酬
暮
用
弁
旦

那
州
郎
絹
銅
過

費
、
事
務
用
品
、
接
待
費
等
で
H

あ
り
ま
す
。
学
校
教
育
井
は
季

仝
眞

一
、
名
称
　
嘉
手
納
村
育
英
会

二
、
創
立
－
九
五
七
年
七
月

十
二
日
二
九
五
六
年
度
は

議
会
の
黛
書
生
選
考
垂
見
合

組
▲
で
貸
与
す
）

三
、
日
的
　
ず
秀
な
学
生
に
し

て
経
済
的
な
理
由
に
依
り
修

学
国
井
な
者
に
対
し
て
学
資

を
貸
与
し
そ
の
他
甘
美
上
必

要
な
業
務
を
行
っ
て
有
要
の

人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
目

■
し
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま

■
す
。
会
議
は
、
本
会
躾
と
委
員

会
の
活
動
す
る
委
員
会
と
が
あ

り
ま
す
。
香
呂
会
は
、
所
管
事

▲
項
の
定
ま
っ
て
い
る
常
任
委
員

会
と
付
議
事
件
の
審
査
又
は
調

査
が
終
了
し
、
議
決
に
な
れ
ば

百
恵
蒲
滅
す
る
一
時
的
な
特
別

貴
会
が
あ
り
ま
す
。

常
任
委
員
会
は
条
例
で
殻
書
す

島
　
袋
　
盛
　
光

的
と
す
る
。

四
、
事
業
の
主
体
　
市
町
村

五
、
事
業
の
内
容
　
貸
与

六
、
基
金
　
提
供
者
（
市
町
村

個
人
）
目
療
八
、
六
六
七
弗

七
、
資
格
条
件

l
本
村
に
籍
を
有
し
居
住
期

間
二
ヶ
年
を
培
え
る
看

2
　
身
体
健
全
且
つ
志
換
堅

固
な
る
者

3
　
他
よ
り
育
英
資
金
の
貸

給
与
を
受
け
て
な
い
者

4
　
払
■
大
学
生
た
る
こ
と

へ
短
期
大
学
生
は
除
く
）

八
、
選
考
基
準
　
学
業
成
績
と

家
計
等
を
主
体
と
す
。

九
、
償
還
方
法
　
卒
業
後
本
人

が
就
職
し
て
か
ら
半
年
後
上

り
貸
与
し
た
鏡
の
半
額
分
を
■

毎
月
償
還
す
。
　
　
　
　
一

十
、
貸
与
額
　
日
本
留
学
は
旦

月
十
二
州
五
〇
仙
の
十
ケ
月
L

分

　

　

　

　

　

　

　

“

琉
球
大
学
は
毎
月
六
空
ハ
七
▼

仙
の
十
ケ
月
分

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
市

町
村
自
治
法
市
四
十
九
条
露
一

項
の
現
定
に
上
り
ま
す
と
常
任

委
員
会
制
度
に
つ
い
て
は
必
t

の
制
度
で
は
な
く
こ
の
制
ま
を

採
用
す
る
か
苔
か
は
任
麓
と
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
．

番
民
会
は
、
ヰ
会
の
内
都
農
鯛

と
し
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
か
ら
i
会
と
t
れ
て
払

立
の
暮
息
決
毒
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
殺
t
の
目
的
は

多
数
の
濃
員
が
由
麿
す
ろ
本
会

議
に
お
い
て
嬢
■
と
な
っ
た
事

件
を
一
々
宅
に
亘
っ
て
審
議

又
は
調
査
す
る
こ
と
は
、
実
際

同
月
と
し
て
長
持
鵬
右
要
す
る

こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
麓
の

議
事
手
続
き
な
奏
し
ま
す
の
で

本
会
議
に
お
け
る
議
案
書
横
の

縮
率
化
を
図
る
た
め
に
、
精
細

な
る
書
義
又
は
凋
童
を
必
要
と

す
る
事
件
に
っ
い
て
埠
委
員
会

鱒
付
庇
し
、
充
分
な
る
審
査
又

は
鋼
丘
一
旦
行
わ
せ
て
、
そ
の
結

果
を
本
凛
会
に
お
い
て
聴
取

し
、
委
員
会
案
に
対
す
る
貫
t

及
び
封
i
な
一
汀
い
、
議
会
か
靂

忠
告
決
定
す
る
方
法
が
雷
鳥
面

疋
お
い
て
も
幼
事
杓
で
も
り
便

宜
で
あ
り
ま
す
．

れ
を
審
査
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
垂
Å

会
に
お
け
る
議
案
、
請
願
等
の

書
童
は
義
金
の
本
会
議
の
付
託

な
待
っ
て
行
う
の
が
農
官
で
あ

り
ま
す
か
ら
内
部
機
綱
の
活
動

疋所

つ
い
て
は
委
員
会
制
度
の
轟

き
充
分
に
活
用
す
る
と
共
k

そ
の
性
格
を
明
ら
か
忙
し
、
増

給
を
遭
感
な
く
発
揮
す
べ
く
努

力
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま

す。

以
上
の
札
点
か
ら
本
付
き
合
に

わ
い
で
は
常
任
秦
a
会
制
賓
と

採
嘱
し
、
粂
卵
で
総
体
財
放
、

建
設
経
済
及
び
観
光
乃
二
二
個
の

本
村
育
英
会
に
†
　
（
き
．
、
．
こ
き
～
・
ラ
ー
～
．
き
■
～
享
・
－
～

首
弗
寄
贈
　
鮫
網
㍑
㍗
い
て
は

五
区
六
虎
の
西
平
守
有
氏
が
有
略
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
程
五
区
六
班
の
西
平
守
有
▼
譲
合
は
、
法
令
の
定
め
る
と
こ

■
十
一
、
役
員

会
　
長
　
一
名

一
　
副
会
長
　
一
名

一
　
理
　
堺
　
　
玉
名

監
　
事
　
　
二
名

評
議
員
　
一
〇
名

一

杏

記

会

計

一

名

▼
代
か
ら
本
村
育
英
会
に
百
弗
の
ろ
に
よ
り
凛
案
、
祈
願
等
の
著

者
憎
が
あ
っ
た
。
　
　
　
瘡
の
外
に
村
議
会
の
正
副
濃
度

■
こ
れ
は
去
る
九
月
二
八
日
行
な
義
挙
管
理
費
委
員
会
の
毒
見
及

■
わ
れ
た
奥
さ
ん
の
母
堂
、
本
永
▲
び
補
充
畢
貝
等
の
選
挙
を
行
い

紺
緋
…
緋
…
弼
…
緋
帥
腑
…

▼
参
考
ま
で
竺
九
六
一
年
度
の
変
感
謝
し
て
い
る
。
　
　
　
■
は
特
別
多
数
表
決
の
凍
刑
は
遭

用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
機
会
に
わ
い
て
行
う
遜

挙
に
つ
い
て
は
改
正
市
町
村
議

会
議
員
及
び
市
町
村
長
選
挙
法

第
二
十
三
条
（
単
記
無
記
名
投

票
）
第
三
十
五
条
（
無
効
望
）

及
び
第
四
十
条
（
当
選
人
）
の

規
定
盲
準
用
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
．
議
会
は
、
会
議
を

開
い
て
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
議
会
の

活
動
は
す
べ
て
会
鶉
を
中
心
に

常
任
委
員
会
を
遭
い
て
あ
り
ま

す
鱒
持
利
委
員
会
の
設
置
並
び

に
垂
R
の
適
任
及
び
委
a
故
は

必
要
に
応
じ
相
生
会
の
撃
会
議

に
お
い
て
定
め
る
こ
と
疋
な
っ

て
い
ま
す
．
委
員
会
の
審
査
又

は
調
査
事
項
に
つ
い
て
は
本
会

韻
に
お
い
て
付
託
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
み
で
委
員
会
は
付

託
さ
れ
た
事
件
を
審
査
又
は
鋼

盃
す
る
に
当
つ
て
は
本
会
議
に

お
い
て
委
任
さ
れ
た
権
限
の
範

囲
内
－
こ
お
い
て
活
動
す
る
の
で

あ
り
ま
す
。
垂
民
会
に
お
け
る

審
査
叉
は
調
査
の
結
果
は
こ
れ

を
本
会
議
に
報
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
委
員
会
の
決
産
は
、
そ
の

ま
ゝ
議
会
の
意
思
で
は
あ
り
ま


